
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
◆本業に付加価値を付けて勝負する 
わたしの人生戦略はズバリ、本業にプラスア

ルファの資格を付けて付加価値を出すことで

す。一筋縄では行きませんが、独自の付加価値

が付いてオンリーワンになれば、不毛な価格競

争に巻き込まれなくなるからです。 
◆資格をとると働き方も変わる 
セミナーでは、士業の先生方向けに特化した

内容を語りましたが、資格戦略はビジネスパー

ソン全般に応用できるメリットがあります。 
資格は B to C でも、B to B でも使える便利

なツールなので、今回はそのメリットを整理し

ます。 
 

 
◆知識が増えて、専門化できる 
 何と言っても資格をとると、知識やスキルが

増えます。専門性が高まれば、他者と差別化で

きます。本業以外の知識が増えれば、取り扱え

る分野が増えます。 
他業界の資格の勉強をすると、その業界の専

門用語やクセが分かります。単純に「専門性が

高いです」とか「こういう分野に強みがある」

と言うだけよりも、クライアントへの説得力も

あがります。仕事の紹介も増えます。 
「ある分野に強い」という表現は、「他と比べ

て優秀」という表現なので、根拠がいります。

根拠はちゃんと出せるように準備をしておか

ないといけませんが、資格はもってこいです。 
◆資格取得の教育効果 
 また、なかなか自社で従業員の教育制度を内

製することは難しいものです。しかし、資格手

当を設けて取得を推奨することで、従業員の教

育とモチベーションアップの両立を図ること

も可能です。 
たとえば事務職員向けの資格で考えても、簿

記や秘書検定、ビジネス実務法務検定など、良

質な検定が目白押しです。これらの取得による

教育効果は絶大といえるでしょう。 
 

 
◆経営能力が上がる 
とくに経営系の資格をとるといいんですが、

経営リテラシーも身に付きます。 
経営力が身に付き、経営リスクへの対策がで

きていれば、必要以上に保身に走ることもなく

なります。コンサル業者の実力を見抜くことも

できるようになります。 
経営資格はたくさんありますが、たとえば、

FP などのファイナンス資格をとると、数字で

ストーリーを語れるようになります。小売業で

なくても、販売士検定を勉強すれば、最先端の

リテール・マーケティングが身に付きます。 
経営資格はビジネスで儲けるためのものと

思われがちですが、決してそれだけではありま
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せん。経営や人生でつまずいたとき、上手く行

かないとき、そんな行き止まりを打破する視点

を与えてくれるものです。 
◆人間関係の構築につながる 
そして、わたしのセミナーで一番強調した点

が、質の良い人間関係が構築できること。 
資格を取れば、他職種や他業界の方たちとの

共通言語ができ、仲間になれます。資格団体に

入って一緒に研修を受けたり勉強したりして

いると、いっぱい知り合いができます。 
資格を取らないと入れないから、あやしい交

流会のように変な人は少ないです。相手の業界

を知っているだけで、コミュニケーションがス

ムーズに行きます。 
資格団体で知り合う方は、そのバックグラウ

ンドにさまざまな人間関係をお持ちですが、そ

れはすべて自社にとって潜在顧客となります。

だから、資格をとって活動しているだけで、良

質な人間関係が構築でき、潜在顧客への接触頻

度が飛躍的に上がるわけです。 
 

 
◆メンタルヘルスが安定する 
資格をとると、精神の安定にメチャクチャい

いです。「今の仕事を辞めても他の資格もある

し、なんとかなる」という安心感は、メンタル

ヘルス上何よりも大きいです。 
それに、資格をとって団体に所属したり、多

様な人間関係が構築できたりすると、自分の居

場所が増えますから。 
メンタル面で考えると、心理資格をとるのが

一番いいです。自分の中にカウンセラーがいる

ということだから、メンタルヘルスへの効果は

絶大なものがあります。 
◆面談力や交渉力がアップする 
さらに心理資格が一石二鳥なのは、面談力等

がアップすることです。わたしも、たとえば産

業カウンセラーの講座で傾聴の訓練をしてか

らは、クライアントからの事件の受任率が圧倒

的に上がりました。 
面談の技術が上がるので、「是非受けたい！」

と思った事案で、取りこぼしたものはないと自

負しています。 
心理資格をとると、ビジネスの交渉力もアッ

プします。ネゴシエーションは理屈や法律の力

だけではどうにもなりませんから。そういう時

はやっぱり心理的な交渉力がものをいいます。 
わたしは弁護士ながら、中央労働災害防止協

会の心理相談員として、中部心理相談員会の副

会長も務めています。この会は、心理相談員資

格がなくても、入会や研修参加ができますので、

心理学やメンタルヘルスに興味がある方には

オススメです。 
～当事務所よりひと言～ 

今回オススメした資格は、全てわたし自身が

取得していますので、メリットは実証済みです。 

わたしの資格数も 124個になりました。 

レガシィ社からセミナーDVD･CD が販売され

たのは、三河の弁護士ではわたしが初ですから、

士業として一歩先に進めた気がします。 

さて、新型コロナウィルスの影響で、ビジネ

スを取りまく外部環境も大きく変わっていま

す。昔ながらの営業も難しいなか、資格を使っ

たアプローチは強いです。 

わたしも、まだまだ弁護士として超一流とは

いきません。コンサルタントとしては二流、カ

ウンセラーとしては三流でしょう。 

しかし、この三本の矢を扱えるトラブルバス

ターは、今のところわたし以外に見かけません。 

クライアントのことを考えれば、法律だけ知

っていればいいなんてことはありません。カウ

ンセリングやコンサルタントの力も必要。 

今後とも、これらを自在に組み合わせてシナ

ジーを出すことを、当事務所のコア・コンピタ

ンスとしていきたいと考えています。 

資格取得のメリット③ 

～メンタル・交渉系 


